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新型コロナウイルス感染症対策基本的ガイ ドライン

1_基本事項

新型コロナウイルスの感染を最大限に防止しながら事業を運営するためには、参加者、保護者、

役員等全ての方の理解と協力が必要である。残念ながらリスクは 0(ゼロ)ではないため、ひとリー

人が自覚と責任をもつて自己防衛することが重要となる。自己防衛は、家族や仲間を守ることにも

つながるため、「自分は大丈夫」の考えは捨て、すべての人が新型コロナウイルスの特性を正しく

理解し、感染防止に努める必要がある。

2.感染予防・ クラスター防止のための基本的な対策

(1)咳エチケット、原則マスク着用の徹底。

(2)こまめな手洗い 。アルコール等による手指消毒の徹底。

(3)検温・体調管理 (体調チェックシー ト等)の実施。

(4)人と人とが対面する場所では可能であれば、ビニールシー ト等を設置する。

(5)屋内では換気を徹底する。

(6)宿泊を伴う場合は原則 1部屋 2名以内とする。

3.感染が疑われ る者が出た場合を想定 した対策

(1)利用施設や必要に応じて開催地自治体の衛生部局等とあらかじめ相談し、緊急時の連絡相談先、

医療機関等への搬送等の対応について決めておく。

(2)個人情報の取扱いに十分注意しながら、参加者から得た情報 (申込書、体調チェックシー ト等 )

について、期間を定めて (少なくても一か月以上)保存する。

4.感 染が疑われ る者が出た場合の対応
事業等の開催期間中に、参加者・役員等から、感染が疑われる症状の報告があった場合、運

営事務局は速やかに当該者の参加を中止させ可能な範囲で隔離し、原則帰宅させる。可能な

限り速やかに医療機関を受診するよう伝え、その結果を運営事務局に速やかに報告させる。

運営事務局は担当本部長を通し専務理事へ報告する。

5.事前に準備す る感染対策物品

(1)消毒用アルコール  (2)予備マスク (3)体 温計 (当 日検温の場合)

(4)手洗い用石鹸   (5)ペ ーパータオル 休」用施設での既設物等含め確認)
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感染疑いのある人の相談窓口
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